
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

五２［五２［

fHl該当する□にI土、レ印を記入してください。特定事栗石以外の事典ｲｹﾞの力はし印の配人はｆ要です。

２「濫胡年度」とl土針園期間の前年度を、「ulH年度」とは:+Dbl期間の吐終年度を、「柵併(ﾄﾞ度」とl土計画期間のうち、今１回]紐告の対象となる年皮をいいます，

３「事粟Bfi等俳仙ⅡX分」とは戚都府IAlの中東所竿の事業活動のためのエネルギーの便Ｉ１１に伴い発生する沮蛮効果ガスを、「輸送巾倶IUMⅡK分」とは自動１１〔運送事業巷については他jIIの本拠の位笹を〕i〔郁府内とす~るnIHbi
の排出する画室効果ガスを．峡iui事典行についてI土保有する貨物Ｊ１[閃又は旅客爪I凸iのＪＭＩする皿室効果ガスを、「その他排M1区分」とは止記以外の爪偲府内における卒藁所神の巾藁活助に伴い発生する沮瓶効果ガス
をいいます．

４１原単位当たりの沮瀦効果ガス排111吐沖」の「朗途区分」に1ｔ、ｏＯ工租、事Hi所などの用途を記入してください。「原１１A位の術担」には、分子のに酸化奥秦換算」の1sに分母となる柑標（’1t寂敗nk、廷ぺ床面
函、走行距飽再）を混入してください．

５「その他の地球in囚化対策による沮教効HLガスの削減且等」のうち「森林の保全及びnkn」の「11抑k11度（8+肋i）」掴にI土8+向期１１Ｍ】のロ楓の'183+を、「雑沓年度（実績）」、lには実績のHIS+を妃人し~<ください。

６「特記事項」には、平成２年度（ｌ９９０ｆＦ度）を腿句bとしたllMlaの対比や、省エネ製diuIm苑など他打の但蛮効果ガス排llInIl漣への貢献、グリーンfq通の採用、特定ソ｢オンなどの条例揃定外の沮滴効果ガスの､１１餓
抜どを記入してください．

住所（法人にあっ
てI土、主たる嚇務

所の所在地）
京都府京丹後市大宮町谷内１９５番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

変者の氏名）
株式会社大宮日進 代緬j(jii;役荻ﾂﾅ専一

事業者の主たる

業種 鍛工品製造業

該当する事業者
要件 Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当率業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「

「

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号砿当頭業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上〕

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当率業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針 １．環境マネジメントシステムに基き、Ｉ目室効果ガス排出趣の削減

2．エネルギー消費効果の改善

推進体制 ＫＥＳｉ古動の一環として収組む

環境マネジメントシステム名称 ＫＥＳ 

適用範囲 1年

取得年月日 平成18年３月１日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

20～2２ 

20～2２ 

20～2２ 

股側、対象、工程鞠

兀堪製造部門

全部署

全部署

措置内容

生産性ＵＰ、省エネ設禰の導入

エアコン温度・運転の適正管理

休憩時間の消灯・不必要な愈灯の消灯

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

ＡＩＩＦ業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基塑年度（実績）

(１９）年度
(二酸化OQ婿換算〉

目楓年度（計画）

(２２）年度
(二鹸化炭素換TI）

増減率
(計画〕

報告年度（実綴〕

<２１）年度
(=険化炭素ljL算）

墹減率
(実績）

3,839.0ｔ 30493.0ｔ -9.0船 2,014.4ｔ -47.5飴

ｔ ｔ 髄 ｔ 鉛

ｔ ｔ 船 ｔ 乳

3,839.0ｔ ＊1 中２3,493.0ｔ -9,0船 *４2,014.4ｔ -47.5％ 

iI卜画jWnIl中に9%以上の温室効jILガスハリ減を目指している111、初年度で33.6%の削波が速成できたが、生産Hkの減少により敏気や油薊の便Ⅱ1ｍが減少し
ていることが大きい。しかしながら下記のIFuI1位でみると実質的には効】とがlUていることが分かる。

原単位当たりの

温室効果ガス排
出廷等

用途区分 原単位の指標

㈱大宮ﾛ激
二酸化炭素換箆

生産鮭(万個）
二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基地年度（実績） 目標年度（計画） 101減率（lIf面） 報告年度（実績） jlV滅率（実績）

1.O7t-CO2/万個 0.97ｔ‐CO2/万個 -9.0船 0.74ｔ-CO2/万個 -30.8鉛

軸 ％ 

斑 船

計面(Ⅱ20～22)でIi90I以上の沮甑効IILガス削減をロ標としているところ槌が、、1年度において24.部の削減が達成でき目標以上に削波をU､ることがで
きた。今後も継続して計画の取靴を椎池していきたい。

その他の地球温

鰻化対策による
温室効果ガスの
削減丘等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内塵の木材の利用

自然エネルギーを利用した飽力
又は熱の供給

グリーン麺力の臓入

家庭における温室効果ガス排出
趣の削減効果分の購入

削減且等合計

目標年度（計画〕

mMWlgt郭 (二酸化炭素lflJJ）

魯宙而圃） hａ (幾収且） ｔ 

利用ft） 、1＄ (､I城且） ［ 

売蛍且） kwｈ (nIlhHn） ［ 

熟供給且） GＪ (nII城、） ［ 

幽入且） kwｈ (１１１１城、） ｔ 

(唄入且） ［ (１１！城El） ｔ 

屯３ｔ

報告年度（実績）

取組、弊 (二欧化蝋棄換TJ）

砿伯面祇） hａ 吸収且 ｔ 

利）Ｍｎ） Ⅱ、、 111減且 ｔ 

充電且） kwｈ ､Ｉ城且 ｔ 

熱供給趾） GＪ nll減邑 ｔ 

晩入低） kwｈ iUII波凸 ｔ 

(旧人Bk） ｔ (11Ｉ波且） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出趣

(排出合計－１ＩＩＤＡ弊合計）

基地年度（実績）

＊１3,839.0ｔ 

目標年度（計画）

(０２汁1.3）3,493.0ｔ

珊減率（計仙i）

-9.0％ 

報告年度（実績）

(●01-【●5） 20014,4ｔ 

珊減網（実紙）

-47.5％ 
地球温暖

に資する
献活動

」・－Ｌ刑５J司哩』尺Ｕ､1丁zⅢCDZZm且と7,7竹

特記事項 １．口いめど､H刀汕っ刃「しいn文1ﾙｨﾘｺﾞｰのf竺史

２．エアコン温度設定の適正管理
３．休憩時間の消灯、不必要な電灯の消灯


